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 野⽥佳均 

 
 みんな元気ですか。勉強していますか。部屋の清掃は⼤丈夫ですか。そして Educated Action を
続けているでしょうか。 

学校が恋しくなってきていますか。こんなに⻑く⾃宅学習をしたことはないのですから、家に
いることに慣れすぎて、学校が再開されても登校できないなんてことがないか⼼配です。必ず学
校は再開しますから、どうか⼼待ちにしていてほしいと思います。 

最近は、オンラインで授業ができれば学校は必要ない、ずっと休校でもいいという意⾒がある
ようですが、それは違います。確かに、中⾼で習う教科については、かなりのレベルまで⾃学⾃
習で学習することができると思います。司⾺遼太郎は図書館さえあればそれでいいと⾔っていま
したが、それは極論にしても、司⾺さんが⾃学⾃習の⼒は⼤きいということを⾔っているのだと
すれば、それはそれで正しい意⾒だと思います。 

しかし、学校というのは君たちにとって失うべきでない⼀つの社会だと私は考えます。家庭も
そうだし、地域社会もそうです。いくつかの社会の中に君たちは⽣きています。学校という社会
で君たちは同世代の⼈と⼀つの共同体を作り、彼らと過ごすことによって⾃他を認め合う⼼を育
てるわけです。君たちの成⻑に対して学校の果たす役割は⾮常に⼤きいと私は思っています。ネ
ットでつながっているというのとは次元の違う⼤切な「社会」が学校にはあるということです。 

協同学習という⾔葉があります。これはいわゆるアクティブラーニングという⽤語を使うよう
になってから出てきたのですが、今はグループ学習のことを指すようです。班別学習と⾔っても
いいでしょう。アクティブという⾔葉が先⾏し、今までのように教師が教えるだけではいけない、
⾃主的に⽣徒同⼠で協⼒し合って学んでいく、そういう授業が⽣徒にとってアクティブな学びだ
というのですが、私はこれにも⼤いに疑問を感じます。協同学習とは「周囲との相互⾏為を通し
て、⼀⼈では到達できない領域に達する」ためのものであり、そのためには私たち教師の適切で
丁寧な指導がなくてはなりません。⽣徒たちにグループで話し合わせたとしても「⼀⼈では到達
できない領域に達する」ことは難しいでしょう。それに、⾃教室で授業を受けるという⾏為でも
⼗分に協同学習と考えることができます。先⽣と⽣徒の対⾯授業において、先⽣は⽣徒に質問を
するでしょう。それをクラスの⽣徒たちは聞いている。A 君の答えを聞いている。A 君の先⽣の
やり取りも聞いている。これも⽴派な協同学習です。普通の授業が君たちの成⻑に果たす役割は
⼤きいのですよ。学校の再開を、そして普通の授業の再開を待ち望むのは、君たちにとって⼤切
な社会を失いたくないと思うからです。 
 さて、前回のメッセージで「独りを慎むこと」と「時を薄めないこと」が⼤切だと⾔いました
が、「時を薄めないこと」について補⾜をします。これは「時間を⼤切に使いなさい」と解釈され
るでしょうし、私もそうとれるように書きましたが、実は前半の「⾃分の裁量に任される時間を
どのように使うか、そこにその⼈の⽣き⽅が表れます」の⽅が⾔いたかったのです。前号の書き
⽅ではちょっとわかりにくかったですね。⼈間の集中⼒は 10 時間も 20 時間も続くものではあり
ません。ずっと緊張しているわけにもいきません。緊張と緩和のメリハリを、⾃分の持ち時間の
中でつけることが⼤切です。「時を薄めない」というのは、今は集中すべき時、今はリラックスす
る時と、時を慈しみながらコントロールしなさいということです。        （5⽉ 7 ⽇） 


